
資 料 ４

「徳島県西部圏域振興計画（第４期）～にし阿波振興計画～」

（最終案）の概要について

１ 趣 旨

平成２７年８月に策定した「西部圏域振興計画（第３期）」の計画期間が平成

３０年度で終了したため、これまでの取組みの成果やＳＤＧｓなどの新たな時代

の流れなどを踏まえ、西部圏域の目指すべき将来像やその実現に向けた今後４年

間の施策を示す新たな振興計画を策定する。

２ 構 成

次の３層構造により構成

【長期ビジョン】2060年頃の目指すべき将来像

【中期プラン】2030年頃を見据えた施策の方向性

【 行 動 計 画 】今後４年間（2019～2022年度）に取り組む重点施策

※「長期ビジョン」及び「中期プラン」は、前回会議で提案済み。

３ 今会議での提案

「行動計画」

「長期ビジョン」及び「中期プラン」を基に、当面取り組むべき４年間の主

要施策を数値目標や達成年度などの行程で明示したもの。
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2
0
3
0
年
頃
を
見
据
え
た
主
な
施
策
の
方
向
性

＜
中
期
プ
ラ
ン
＞

2
0
6
0
年
頃
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

＜
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
＞

第
４
期
「
西
部
圏
域
振
興
計
画
」
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
中
期
プ
ラ
ン
（
案
）
の
概
要

１
観
光
・
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
力
の
創
生

・「
世
界
水
準
D
M
O
」を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
と
、
Ａ
Ｉに
よ
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
魅
力
の
発
信

・「
世
界
農
業
遺
産
」な
ど
多
彩
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
「体
験
型
観
光
」
に
よ
る
圏
域
全
体
へ
の
誘
客
の
拡
大

・多
言
語
標
識
、
自
動
翻
訳
（Ａ
Ｉ）
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、
外
国
人
に
も
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
環
境
づ
く
り

・国
内
外
か
ら
「に
し
阿
波
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
し
、
圏
域
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の
受
入
れ
や
交
流
の
促
進

・地
域
を
挙
げ
た
自
然
保
護
活
動
を
通
じ
た
「剣
山
国
定
公
園
」の
豊
か
な
自
然
の
保
全

・住
民
や
事
業
者
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
よ
る
美
し
く
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

・野
生
鳥
獣
の
適
正
管
理
と
、
「に
し
阿
波
ジ
ビ
エ
」
の
国
内
外
へ
の
さ
ら
な
る
発
信
・
普
及

・森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
、
伐
採
後
の
速
や
か
な
植
林
に
よ
る
循
環
型
林
業
の
推
進

２
豊
か
な
地
域
環
境
の
次
世
代
継
承

３
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成

・広
域
的
な
防
災
拠
点
・後
方
支
援
拠
点
と
な
る
「西
部
健
康
防
災
公
園
」の
機
能
強
化

・Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ等
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
維
持
管
理
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
の
未
然
防
止

・「
災
害
時
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
保
健
医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
充
実

・高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
「
家
畜
防
疫
体
制
」の
さ
ら
な
る
強
化

４
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現

５
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
推
進

・地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
、
子
ど
も
を
温
か
く
見
守
る
「子
育
て
協
働
支
援
社
会
」
の
形
成

・「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
（元
気
な
高
齢
者
）」
が
活
躍
す
る
「生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現

・認
知
症
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
支
え
る
「地
域
の
絆
」
を
深
化

・障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
「打
糖
!!
糖
尿
病
」に
向
け
た
運
動
習
慣
の
定
着
と
食
生
活
の
改
善
支
援

・「
世
界
農
業
遺
産
」や
「千
年
の
か
く
れ
ん
ぼ
」ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
よ
る
国
内
外
へ
の
販
路
拡
大

・ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
り
、
多
様
な
担
い
手
が
活
躍
す
る
「
に
し
阿
波
農
業
」
の
実
現

・ド
ロ
ー
ン
や
G
IS
等
を
活
用
し
た
森
林
の
現
状
把
握
や
木
材
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
地
域
林
業
の
活
性
化

・国
内
外
の
企
業
と
地
域
の
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
外
資
系
Ｓ
Ｏ
の
誘
致

日
本
の
原
風
景
を
残
す
豊
か
な
風
土
で

世
界
を
魅
了
し
て
い
る

に
し
阿
波

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
礎
に

夢
を
持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

に
し
阿
波

独
自
の
伝
統
と
多
様
な
交
流
が

潤
い
を
生
み
出
し
て
い
る

に
し
阿
波
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第
４
期
「
西
部
圏
域
振
興
計
画
」行
動
計
画
【
令
和
元
年
度
～
令
和
４
年
度
】
（
案
）
の
概
要

【重
点
項
目
２
】

豊
か
な
地
域
環
境
の
次
世
代
継
承

【重
点
項
目
３
】

誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
社
会
の
形
成

【重
点
項
目
４
】

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現

【重
点
項
目
５
】

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
推
進

第
３
期
計
画
ま
で
の
主
な
成
果

●
日
本
で
唯
一
の
「ト
リ
プ
ル
認
定
」

世
界
農
業
遺
産
・食
と
農
の
景
勝
地
・観
光
圏

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
顕
著
な
増
加

●
「西
部
防
災
館
」を
含
む
「西
部
健
康
防
災
公
園
」完
成

＋

新
た
な
動
き

ト
リ
プ
ル
認
定
を
活
か
し
た

●
地
元
企
業
と
Ｓ
Ｏ
企
業
と
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

●
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
適
地
と
し
て
国
内
外
へ
の
発
信

新
し
い
時
代
の
流
れ

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」）
へ
の
貢
献

●
５
G
、
Io
T
、
A
Iな
ど
急
速
に
進
む
技
術
革
新

●
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
」
の
推
進

●
地
域
全
体
で
の
働
き
方
改
革

＋

１
美
し
い
自
然
環
境
と
の
共
生

●
「
剣
山
フ
ァ
ン
」
の
さ
ら
な
る
拡
大

●
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
活
動
の
推
進
や

自
然
保
護
を
担
う
新
た
な
人
材
を
育
成

２
良
好
な
地
域
環
境
の
創
造

●
環
境
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

●
将
来
の
環
境
保
護
に
携
わ
る
人
材
育
成
の
推
進

３
環
境
資
源
の
積
極
的
な
活
用
推
進

●
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
と
「
ジ
ビ
エ
料
理
」
の
普
及
・
定
着

●
「
森
林
経
営
管
理
法
」
に
基
づ
く
適
切
な
管
理
の
推
進

１
広
域
防
災
・受
援
体
制
の
確
立

●
西
部
総
合
県
民
局
・
美
馬
庁
舎
の
改
修
を
は
じ
め
、

西
部
圏
域
に
お
け
る
防
災
拠
点
機
能
を
強
化

２
災
害
に
備
え
た
着
実
な
基
盤
整
備

●
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
「
に
し
阿
波
の
強
靱
化
」

●
災
害
予
防
対
策
の
強
化
や
森
林
の
多
面
的
機
能
の
向
上

３
地
域
で
地
域
を
守
る
活
動
の
推
進

●
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
出
前
講
座
、
通
信
途
絶
時
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
な
ど
真
に
役
立
つ
取
組
み
推
進

１
「
に
し
阿
波
型
も
う
か
る
農
業
」
の
確
立
と
推
進

●
「
世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
や
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
り
、

「
も
う
か
る
農
業
」
へ
の
取
組
み
を
推
進

２
森
林
・
林
業
を
核
と
し
た
「
地
方
創
生
」

●
主
伐
を
中
心
と
し
た
木
材
の
素
材
生
産
量
の
拡
大

●
新
規
林
業
就
業
者
や
森
林
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
な
ど

人
材
育
成
を
推
進

３
地
域
特
性
を
活
か
し
た
商
工
業
の
振
興

●
地
元
企
業
と
Ｓ
Ｏ
、
国
内
外
の
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
、

に
し
阿
波
な
ら
で
は
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

１
子
ど
も
の
育
ち
を
は
ぐ
く
み
、
支
え
る
地
域
づ
く
り

●
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
推
進

２
心
を
寄
せ
合
う
地
域
福
祉
の
充
実

●
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進

３
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
地
域
力
の
向
上

●
糖
尿
病
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
の
生
活
習
慣
病
対
策
の
強
化
や

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

持
続
可
能
な
「
に
し
阿
波
」
の
実
現
！

１
人
が
行
き
交
う
「
に
し
阿
波
」活
力
づ
く
り

●
日
本
版
D
M
O
「
そ
ら
の
郷
」
を
核
と
し
た
、

世
界
に
通
用
す
る
競
争
力
の
高
い
観
光
地
域
づ
く
り

●
世
界
水
準
D
M
O
の
育
成
や
圏
域
内
で
の
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り

２
深
化
す
る
「
に
し
阿
波
」魅
力
づ
く
り

●
「
世
界
農
業
遺
産
」
の
傾
斜
地
集
落
で
の
暮
ら
し
体
験
や

古
民
家
ス
テ
イ
な
ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

３
地
域
を
挙
げ
た
「お
も
て
な
し
」態
勢
づ
く
り

●
「
に
し
阿
波
」
を
訪
れ
た
観
光
客
の
満
足
度
の
向
上

●
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
表
示
の
設
置
を
推
進

【重
点
項
目
１】

観
光
・
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
力
の
創
生
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西部圏域振興計画 目標数値主要事業（案）

１ 観光・移住・交流による地域活力の創生

①人が行き交う「にし阿波」活力づくり
●外国人延べ宿泊者数（暦年）
（17）28,824人 →（22）35,000人

●圏域内で観光消費額（一人あたり）
（17）27,416円 →（22）30,000円

②深化する「にし阿波」魅力づくり
新●ホテル・旅館以外での体験型観光の延べ受入泊数

（17）5,024泊 →（22）6,000泊
●圏域内での外国人平均宿泊日数
（17）1.75日 →（22）2.0日

③地域を挙げた「おもてなし」態勢づくり」
新●「にし阿波」を訪れた観光客の満足度（７段階のうち「大変満足」の割合）

（17）20％ →（22）25％
●観光地域づくりマネージャーの養成数（累計）
（17）15人 →（22）25人

２ 豊かな地域環境の次世代継承

①美しい自然環境との共生
●「剣山サポータークラブ」の会員数（累計）
（17）621人 →（22）800人

新●希少野生植物の調査や保護を担う人材の育成（累計）
（17）－ →（22）20人

②良好な地域環境の創造
●あわ産ＬＥＤ道路照明灯等の設置基数（累計）
（17）373基 →（22）725基

●官民協働型維持管理の参加団体数
（17）28団体 →（19）～（22）年間30団体以上

③環境資源の積極的な活用推進
●食肉処理加工処理頭数
（17）２３８頭 →（19）～（22）年間５５０頭以上

●「にし阿波循環型林業支援機構」の支援による造林面積
（17）年間54ha（過去3年平均） →（19）～（22）年間６０ha以上

３ 誰もが安全で安心できる地域社会の形成

①広域防災・受援体制の確立
新●西部総合県民局・美馬庁舎の改修

（17）－ →（20）完成
新●通信途絶状態等を想定した図上訓練の実施回数

（17）１回 →（19）～（22）年間１回以上

②災害に備えた着実な基盤整備
●地すべり防止区域内等において、土砂災害の危険度が高く、
緊急的かつ集中的に保全する人家数（累計）
（17）138戸 →（22）235戸

●土砂災害の危険性のある要配慮者利用施設及び避難所の保全施設数（累計）
（17）154施設 →（22）172施設
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③地域で地域を守る活動の推進
新●「命と暮らしを守る」防災出前講座・訓練等の開催回数

（17）－ →（19）～（22）年間80回以上
新●避難行動要支援者に関する啓発・訓練の実施回数

（17）－ →（19）～（22）各市町 年間２回以上

４ 誰もが幸せに暮らせる地域の実現

①子どもの育ちをはぐくみ、支える地域づくり
●妊娠・出産・子育てに関する相談支援件数
（17）56件 →（19）～（22）年間60件以上

●放課後児童支援員の認定数（累計）
（17）84人 →（22）170人

②心を寄せ合う地域福祉の充実
●認知症サポーター数（累計）
（17）8,345人 →（22）9,300人

新●「西部健康防災公園」を活用した障がい者スポーツ交流会等への参加者数
（17）－ →（19）～（22）年間100人以上

③健康寿命延伸に向けた地域力の向上
●圏域における糖尿病死亡率（人口10万対）（暦年）
（17）26.0 →（22）改善

新●「にし阿波・糖尿病サポーター」養成者数（累計）
（17）－ →（22）60人

５ 持続可能な地域経済の推進

①「にし阿波型もうかる農業」の確立と推進
新●「世界農業遺産ブランド」認証件数（累計）
（17）－ →（22）50件

新●スマート農業に取り組む経営体数（累計）
（17）２経営体 →（22）８経営体

②森林・林業を核とした「地方創生」
●素材生産量

㎥ ㎥（17）198,173 →（22）228,000
新●「木育」普及活動の実施回数（累計）
（17）－ →（22）８回

③国内外との交流を通じた商工業の振興
●サテライトオフィス等誘致企業での雇用者数（累計）
（17）83人 →（22）120人

新●お試しテレワーク勤務、視察等を実施する海外企業等数
（17）－ →（22）１５社
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